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はじめに

• 近年、地震や台風、豪雨・豪雪などで多くの尊い命や

貴重な財産が失われています。

• 県や市町村をはじめとする各防災機関は、災害に備え

てさまざまな対策を実施しておりますが、実際大規模

災害が発生した場合、その被害を最小限にくい止める

には、地域の皆さんによる防災活動が不可欠です。

• 「自主防災組織」は、そのような地域の活動を効果的

に行うための組織です。

• 「自主防災組織」を積極的に結成していただき、あら

ゆる災害へ対応できる「災害に強いまち」づくりへ地

域の皆様の力を結集しましょう。



自主防災組織とは？

☆自主防災組織は、地域住民が自主的に連帯して、防災

活動を行う組織のことを言います。

☆具体的には、平常時は防災訓練や広報活動、災害時に

は初期消火、救出救護、集団避難、避難所への給食給水

などの活動を行います。



自主防災組織はなぜ必要なのか？

☆大規模な災害が発生した場合、消防署などの防災機関

だけでは、充分な対応ができない可能性があります。

このような時、住民が一致協力し、地域ぐるみで取り

組むことで有効な対策をとることができます。ここに

自主防災組織の必要性があります。

☆阪神・淡路大震災では、救出された人たちの３割が家

族、３割が近所の方々により救出されたという報告が

あり、自主的な住民組織の有効性が改めて認識されまし

た。





自主防災組織の活動

災害による被害を予防し、軽減するための活動を行います。

平常時の活動例

・防災知識の普及

・地域災害危険の把握

・防災訓練の実施

・火気使用設備器具等の点検

・防災用資機材の整備等

災害時の活動例

・情報の収集・伝達

・出火防止・初期消火

・住民の避難誘導

・負傷者の救出・救護

・給食・給水等の活動



自主防災組織のメリット



自主防災組織結成の流れ

自主防災組織の結成について、
町内会・自治会へ提案する。

結成準備を行う担当者を決める。

[防災活動の経験者が望ましい]

自主防災組織の基本的な事項に
ついて案をまとめる。

①組織の形の決定

②組織編成案の作成

③役員の人選 ④規約の作成

⑤活動計画案の作成

⑥収支見込み

役員でよく話し合いより良い案
に修正する。

役員会で案の了承を得る。

町内会や自治会の総会で討議、
可決する。

自主防災組織の結成



組織づくりの方法

☆自主防災組織は、地域の住民が組織結成に合意し、規約、組

織、活動内容を定めることで成立します。

自主防災組織の規模

☆自主防災組織は、地理的条件、生活環境などから見て、地域

として一体性を有する大きさが最も効果的に活動できる規模

とされています。

☆そのため、自主防災組織の多くは、町内会や自治会、小学校

の校区ごとに結成されています。



自主防災組織の形（タイプ）の決定

[重複型]

町内会、自治会の代
表者や役員が、自主防
災組織の代表者や役員
を兼職します。

町内会、自治会の活
動と一体的に防災活動
を行えるメリットがあ
ります。

[別組織型]

町内会、自治会が、
商店会や他の町内会等
の組織と連携しながら、
町内会とは別に自主防
災組織を結成します。

町内会、自治会の範
囲に限定されず、連携
先の技能や活力との相
乗効果を期待できます。

[下部組織型]

町内会、自治会の一
部門として自主防災部
門を設置し、独自の代
表者と役員を配置しま
す。

防災活動に専念して
活動できるメリットが
あります。

どのタイプの組織が地域の実情に即しているか話し合います。３タ
イプのうち「重複型」が主流です。



規約や組織の原案について話し合いましょう

役員等で規約、組織編成、活動計画の案について話し合います。

地域の実情に応じ、水防班、巡視班などの設置も考えられます。



（自主防災組織の）役員の人選

☆組織のかたちや編成が決定した後は、会長、副会長、班長な

どの役員の人選を行います。役員、特に班長には防災活動の

経験がある人が望ましく、総会まで最終的な候補者をたてて

おく必要があります。

規約の作成

☆自主防災組織が組織として活動するには規約を定めることが

必要です。

☆規約を定める方法としては、次の２つの方法が考えられます。



①

新たに自主防災組織の
規約を定める方法

②

町内会や自治会のなど
の規約を改正して対応
する方法

☆規約は最低限、次の項目について定めるようにします。



活動計画案の作成

☆年間活動計画の案をたてます。防災活動は多岐にわたります

ので、できるところから少しずつ取り組みましょう。

☆町内会や自治会の行事と兼ねて、自主防災組織の行事や普及

啓発活動を行うのも、取り組みやすさや、予算の面からも有

効な方法です。

【活動計画の作成例】

行事予定

４月〇日 役員会、総会

５月〇日 救急救命訓練

９月〇日 市総合防災訓練参加

１０月〇日 危険箇所確認



収支見込み

☆自主防災組織の活動に要する経費について、収支見込を出し

ます。

☆方法を工夫することで、経費をかけずに活動することもでき

ますので、収支見込をたてる際には、地域実情、活動内容を

よく検討した上でたてましょう。



組織の主な活動内容



備蓄品・防災資機材等の例

備蓄品・防災資機材については、世帯ごとに用意するものと
自主防災組織として用意するものを決めておきましょう。



自主防災活動の事例①

郭内町内会



自主防災活動の事例②

若宮町内会 ［表紙、裏表紙］



若宮町内会 ［２～３ページ］



若宮町内会 ［４～５ページ］



若宮町内会 ［６～７ページ］



・できることから始めましょう
手作りの防災マップ作り
地区の行事と合わせて簡単な防災訓練を実施 etc…

・なるべくお金をかけない
救助活動の三種の神器
「バール」「のこぎり」「ジャッキ（車用で可）」
物干しざお２本と毛布２枚あれば手作りで担架も作れる
⇒お金をかける必要はありません。持ちよることで物は
集まります

・災害時要援護者の再確認と、必要な方の新規登録の斡旋を

・各家庭で飲食料品の備蓄を最低限３日分確保
水は１人１日３リットル⇒家族４人で３６リットル(3日分)

おわりに


